
【
高
齢
者
の
糖
尿
病
に
ご
注
意
を
】

　

糖
尿
病
は
、
腎
臓
や
目
の
合
併
症
だ
け
で
な
く
、
要

介
護
の
原
因
と
な
る
疾
患
や
老
年
症
候
群
の
リ
ス
ク

（
要
因
）に
も
な
る
病
気
で
す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
血
糖

値
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
減
る
だ
け
で
な

く
、
筋
肉
量
の
低
下
、
内
臓
脂
肪
の
増
加
な
ど
か
ら
イ

ン
ス
リ
ン
の
働
き
も
悪
く
な
り
、
糖
尿
病
の
人
の
割
合

が
増
加
し
ま
す（
次
の
グ
ラ
フ
）。

▼
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

高
齢
者
の
糖
尿
病
を
き
っ
か
け
に
陥
り
や
す
い
の

が
、
次
の
よ
う
な
負
の
サ
イ
ク
ル
で
す
。

　

①
高
血
糖
に
な
り
筋
肉
の
量
と
質
が
低
下
す
る
→

②
基
礎
代
謝
や
身
体
機
能
が
低
下
す
る
→
③
活
動
量

が
減
る
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
低
下
す
る
→

④
食
欲
が
低
下
し
て
低
栄
養
状
態
に
な
る
→
①
筋
肉

の
量
と
質
が
低
下
す
る

　

①
～
④
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
老
化
に
拍
車
が
か

か
り
要
介
護
状
態
ま
で
進
み
や
す
く
な
り
ま
す
。
運

動
や
食
生
活
の
工
夫
で
こ
の
サ
イ
ク
ル
に
陥
ら
な
い

こ
と
、
ま
た
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
生
活
に
刺
激

を
与
え
る
こ
と
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。
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公民館からのお便り

◉福祉センター２階　健康課保健センター係で血圧測定・健康相談ができます。

事業名 月　日 時　間 場所 内　容

個 別
栄 養 相 談

  7 月   3日㊌ 9時～12時
福祉
センター
2階

申　

込　

制

糖尿病などの
食事指導と相談
※ 1週間前まで 
　に申し込みを
※ 1人 1時間

7月16日㊋ 13時～16時

 8 月   7日㊌ 9時～12時

家 族懇談会
（精神保健） 7月12日㊎ 10時～13時 伊予市

保健センター
座談会、
ランチ交流

デ イ ケ ア
（精神保健）

  7 月   5日㊎
9時 30分～ 15 時 福祉

センター
2階

レクリエーション
創作活動など  8月   2日㊎

こ こ ろ の
健 康 相 談   7 月 12日㊎ 13時 30 分～

16時 30 分
専門員による個別
相談※1人1時間

Information

　6月末に、がん検診無料クーポン券を対象者に
郵送しました。検診の受け方や検診機関は、同封
した案内で確認してください。がんは身近な病気
です。早期発見で命を守りましょう。

▼対象者　
①子宮頸がん
　平成 10年 4月 2日～ 11年 4月 1日生まれの女性

②乳がん
　昭和 53年 4月 2日～ 54年 4月 1日生まれの女性

▼有効期限　令和2年 2月29日㊏
【転入してきた人へ】　対象者で、4月 20日以降に転
　入してきた人は、前住所地のクーポン券と交換す
　る必要があります。下記までお問い合わせください。
【転出する人へ】　クーポン券が届いた後に、クー
　ポン券未使用で転出する人は、転出先の市区町
　村に相談してください。
問健康課保健センター係　☎ 985-4118

無料クーポン券で

がん検診を受けましょう

健   康
オトナの

 保健センター
Health management

☎ ９８５－４１１８
FAX ９８５－４１５８

福祉センター　２階   　　☎ ９８５―４２０５
FAX ９８５―４２０６

北
公民館

　

５
月
29
日
、
分
館
・
愛
護
部
役
員
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
北
公
民
館
事
業
計
画
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
中
予
教
育
事
務
所
の
山
口
さ

ん
を
講
師
と
し
て
研
修
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ

（
ハ
グ
）」
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｈ
Ｕ
Ｇ
は
、
避
難
者
の
年
齢
、
性
別
、
国
籍
や
そ
れ

ぞ
れ
が
抱
え
る
事
情
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
、
避
難
所

に
見
立
て
た
平
面
図
に
ど
れ
だ
け
適
切
に
配
置
で
き
る

か
、
ま
た
避
難
所
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
か
を
模
擬
体
験
す
る
ゲ
ー
ム
―
。
参

加
者
は
大
字
ご
と
の
班
に
分
か
れ
、
白
熱
し
た
議
論
を

展
開
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
防
災
へ
の

意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

岡
田
校
区
分
館
・
愛
護

部
役
員
研
修
会

東
公民館

青
少
年
育
成
会
総
会

　

５
月
28
日
、
北
伊
予
校
区
青
少
年
育
成
会
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、「
地
域
ぐ
る
み
で
、青
少
年
の
健
全
育
成
と

健
全
な
家
庭
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
」を
活
動
目
標
に
、

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が
、
調
和
と
連
携
を
保
ち
な
が

ら
交
流
活
動
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
時
間
で
は
、Ｄ
Ｖ
Ｄ「
子
供
防
犯
ス
ク
ー
ル（
連

れ
去
り
・
誘
拐
編
）」を
視
聴
し
、通
学
路
や
公
園
な
ど
身

近
な
場
所
で
起
き
る
連
れ
去
り
な
ど
の
犯
罪
か
ら
ど
う
し

た
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
れ
る
か
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
夏
休
み
前
、
北
伊
予
地
区
の
９
分
館

で
行
う
家
庭
教
育
学
級
で
上
映
す
る
予
定
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
家
庭
で
も
子
ど
も
の
防
犯
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

５
月
16
日
、
愛
媛
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事

長
の
阿
部
恵
子
先
生
を
招
き
愛
護
部
全
体
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
学
習
会
は
、「
や
わ
ら
か
い
体
を
つ
く
ろ

う
！
」を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
簡
単
に
で
き
る
運
動
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
隣
の
人
と
二
人
一
組
で
協
力
し
、
手
を
つ
な

い
で
体
を
伸
ば
す
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
、
体
の

柔
軟
性
を
確
認
。
初
め
は
緊
張
し
て
い
た
参
加
者
も
次

第
に
打
ち
解
け
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
窓
か
ら
の
風
を
感
じ
な
が
ら
深
呼
吸
し
、
心
も

体
も
す
っ
き
り
―
。
講
師
の
明
る
い
人
柄
も
あ
り
、
会
場

は
終
始
笑
い
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

健
康
で
明
る
く
過
ご
す
た
め
、
学
ん
だ
内
容
を
ぜ
ひ

家
庭
で
も
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

西
公民館

松
前
校
区
愛
護
部
全
体

学
習
会
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資料：厚生労働省 ｢国民健康・栄養調査｣
　（平成28年度）
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糖尿病が強く疑われる人の年齢別割合
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